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2曽於市議会だより

61
議
案
を
審
議

　

3
月
定
例
会
は
、
2
月
28
日
に
開
会
し
3
月
29
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
平
成
19
年
度
当
初
予
算
や
平
成
18
年
度

の
補
正
予
算
な
ど
に
関
す
る
も
の
、
ま
た
曽
於
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
他
50
件
、
承
認
案
１
件
、
曽
於
市
特
別
職
員
の
給

与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
追
加
議
案
１
件
、
医
師
・
看
護
師
不
足
対
策
に
関
す
る
陳
情
1
件
、
曽
於
市
議
会

議
員
の
報
酬
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
等
の
発
議
が
7
件
、
審
議
可
決
・
採
択
さ
れ
、
ま
た
森
林
組
合
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
の
陳
情
1
件
が
継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
「
活
力
に
満
ち
、
心
豊
か
で
い
つ
も
夢
と
希
望
の
も
て
る
、
元
気

な
曽
於
市
の
創
造
」
を
目
標
と
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
施
策
の
実
現
に
向
け
て
事
務
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

従
来
的
な
発
想
か
ら
脱
却
し
、
前
年
度
以
上
に
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
意
識
を
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、〝
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
〞
が
達
成
で
き
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
額
１
８
６
億
８
１
０
０
万
円
に
対
し
て
、
１
億
5
９
０
０
万
円
０
・
９
％
増
の

１
８
８
億
4
千
万
円
で
す
。
主
な
歳
出
は
、
人
件
費
が
０
・
２
％
減
の
40
億
１
２
９
万
４
千
円
、
物
件
費
は
１
・
６
％

増
の
23
億
４
８
９
５
万
５
千
円
、
維
持
補
修
費
は
２
・
６
％
減
の
２
億
４
０
８
６
万
４
千
円
、
扶
助
費
は
３
・
４
％
増

の
28
億
７
０
３
０
万
４
千
円
、
補
助
費
等
は
３
・
２
％
増
の
17
億
５
３
９
２
万
９
千
円
、
公
債
費
は
２
・
９
％
減
の
33

億
４
３
５
６
万
３
千
円
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
予
算
は
、
財
政
計
画
に
基
づ
き
予
算
調
整
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に
よ
る
扶
助
費

の
高
騰
や
大
型
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
財
政
計
画
を
上
回
る
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
が
、
補
助
事
業
や
合
併
特
例
債
及
び

過
疎
債
等
の
有
利
な
起
債
を
充
当
し
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
一
般
財
源
の
充
当
を
抑
制
し
た
り
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移

行
に
よ
り
施
設
管
理
経
費
の
削
減
を
図
か
り
な
が
ら
の
予
算
編
成
で
す
。

　

３
月
定
例
議
会

平
成
19
年
度
当
初
予
算

均 衡 あ る 発 展 を

特別会計　１７ ３億７６４万円 水道会計　５億２０７万円
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一般会計
　前年度より1億5900万円0.9％の増。高齢化率の上昇による扶助費の高騰や大型事業（末吉中学校校舎改築・
ゆず加工施設整備・メセナ住吉交流センター泉源整備）の導入等による普通建設事業費増によるものです

項　目 予算額 構成比 前年比
市　　　税 3,061,741 16.25％ 323,842
交　付　金 8,633,089 45.82％ 326,384
地方譲与税 300,000 1.59％ ▲301,000
分担金・負担金 259,471 1.38％ 4,848
使用料・手数料 298,957 1.59％ ▲79,344
国庫支出金 1,737,346 9.22％ 273,772
県 支 出 金 1,228,790 6.52％ ▲361,850
財産収入他 123,762 0.66％ ▲13,527
繰　入　金 831,509 4.41％ ▲411,494
繰　越　金 50,000 0.27％ 0
諸　収　入 128,135 0.68％ ▲4,731
市　　　債 2,187,200 11.61％ 402,100
合　　　計 18,840,000 100％ 159,000

項　目 予算額 構成比 前年比
議　会　費 206,000 1.09％ ▲5,692
総　務　費 2,247,529 11.93％ ▲340,344
民　生　費 5,194,613 27.57％ 98,326
衛　生　費 1,334,296 7.10％ 62,063
労　働　費 4,926 0.02％ 239
農林水産業費 1,790,045 9.50％ ▲23,183
商　工　費 137,294 0.73％ ▲1,734
土　木　費 1,921,378 10.20％ 123,525
消　防　費 646,720 3.43％ ▲13,983
教　育　費 1,978,523 10.50％ 364,351
災害復旧費 15,113 0.08％ ▲4,923
公　債　費 3,343,563 17.75％ ▲99,645
予　備　費 20,000 0.10％ 0
合　　　計 18,840,000 100％ 159,000

項　目 平成19年度
予算額 前年度予算額 前年比

国民健康保険特別会計 5,875,764 5,094,483 781,281

老人保健特別会計 6,800,069 7,112,040 ▲311,971

介護保険特別会計 4,062,516 3,914,845 147,671

公共下水道事業特別会計 438,685 439,247 ▲562

生活排水処理事業特別会計 130,607 120,725 9,882

合　計 17,307,641 16,681,340 626,301

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

歳入・歳出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

項　目 平成19年度
予算額

前年度
予算額 前年比

収益的収入 532,786 523,807 8,979

収益的支出 502,065 523,451 ▲21,386

資本的収入 138,100 206,400 ▲68,300

資本的支出 321,751 400,568 ▲78,817

収入・支出　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

特別会計
　　前年度より6億2630万円3.75％の増。

水道事業会計
　資本的収入が資本的支出に対し、不足する額 1億
8365 万 1 千円は、過年度分損益勘定留保資金 1 億
8005 万 1 千円及び消費税資本的収支調整額 360 万
円で補てんされます。

均 衡 あ る 発 展 を

一般会計　１８８億４０００万円 特別会計　１７ ３億７６４万円
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　議案第５１号曽於市特別職の職員の給与の特例に関する
　条例の制定について
　曽於市特別職の職員の給与の特例に関する条例は，厳しい財政状況の中地方行政の運営にあたっては，
平成１９年度当初予算編成においても歳出の抑制と自主財源の確保を最大の目標に編成されており，そ
こでその目標に沿って平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日までの間，特別職の給与の減額が
可決されたものです。

市長・副市長５％減，教育長３％減
※年間で試算しますと，市長が給与で５０１，０００円，期末手当で１５８，４４１円の減，副市長（２名分）
が給与で７９２，０００円，期末手当で２５０，４７０円の減，教育長が給与で２２８，６００円，期末手当で
７２，２９５円の減で，合計で２，００２，８０６円の減額になりました。

　発議第４号曽於市議会議員の報酬の特例に関する
　条例の制定について
　執行部において，行政改革大綱に基づき定員適正化計画並びに組織機構再編計画に沿っての行財政改
革の断行において，議会も執行部と一丸となり取り組むため，この厳しい財政運営に少しでも寄与した
いとの認識から，平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日までの議員の報酬の５％をカットするこ
とが提案され，全会一致で可決されたものであります。

議長・副議長・各委員長・議員５％減
※年間で試算しますと，議長が報酬で２３８，２００円，期末手当で７５，３３１円の減，副議長が報酬で
１９０，８００円，期末手当で６０，３４０円の減，各委員長（４名分）が報酬で７２４，８００円，期末手当
で２２９，２１８円の減，議員（２０名分）が報酬で３，５４０，０００円，期末手当で１，１１９，５２５円の
減，共済掛金・給付費負担金９６７，２００円の減で，合計で７，１４５，４１４円の減額になりました。
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旧 新 増　減

市 長 835,000 793,250 ▲ 41,750

副 市 長 660,000 627,000 ▲ 33,000

教 育 長 635,000 615,950 ▲ 19,050

議

会

議

員

議 長 397,000 377,150 ▲ 19,850

副 議 長 318,000 302,100 ▲ 15,900

議運委員長 302,000 286,900 ▲ 15,100

常任委員長 302,000 286,900 ▲ 15,100

議 員 295,000 280,250 ▲ 14,750

（月額、単位；円）
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議 案 番 号 付　議　事　件 議決結果

承認案第１号 専決処分事項の承認を求めることについて（曽於市乳幼児医療費助成金支給条
例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について） 全会一致承認

議 案 第 １ 号 曽於市国民保護対策本部及び緊急対処事態対策本部条例の制定について 賛成多数原案可決

議 案 第 ２ 号 曽於市個人情報保護条例の制定について 全会一致原案可決

議 案 第 ３ 号 曽於市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議 案 第 ４ 号 曽於市行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議 案 第 ５ 号 曽於市公共下水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数原案可決

議 案 第 ６ 号 曽於市議会議員等の報酬，費用弁償及び期末手当の支給に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議 案 第 ７ 号 曽於市職員の諸給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議 案 第 ８ 号 曽於市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議 案 第 ９ 号 曽於市財政調整基金条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議案第１０号 曽於市乳幼児医療費助成金支給条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議案第１１号 曽於市財部温泉健康センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 全会一致原案可決

議案第１２号 曽於市予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数原案可決

議案第１３号 曽於市花房峡憩いの森の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について 賛成多数原案可決

議案第１４号 曽於市メセナ住吉交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 全会一致原案可決

議案第１５号 曽於市末吉農産物等直販施設・活性化施設の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議案第１６号 曽於市森林総合利用施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について 全会一致原案可決

議案第１７号 曽於市末吉福祉施設メセナ会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 全会一致原案可決

議案第１８号 曽於市大隅弥五郎伝説の里の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 全会一致原案可決

議案第１９号 曽於市都市計画審議会条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数原案可決

議案第２０号 大隅都市計画事業八合原土地区画整理事業施行に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 賛成多数原案可決

議案第２１号 末吉都市計画事業上町土地区画整理事業施行に関する条例の一部を改正する条
例の制定について 賛成多数原案可決

議案第２２号 曽於市がけ地近接等危険住宅移転促進審議会条例の一部を改正する条例の制定
について 賛成多数原案可決

議案第２３号 曽於市常時浸水危険住宅移転促進審議会条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 賛成多数原案可決

議案第２４号 曽於市有住宅条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議案第２５号 曽於市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議案第２６号 曽於市公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て 全会一致原案可決

議案第２７号 曽於市青少年問題協議会設置条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

3月定例会で審議された議案等
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市政 は市 民 の皆 様 が主 役 市 政 は市 民 の皆 様 が主 役 市 政 は市 民 の皆 様 が主 役 

議 案 番 号 付　議　事　件 議決結果
議案第２８号 曽於市水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数原案可決

議案第２９号 曽於市水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数原案可決

議案第３０号 和解の締結及び損害賠償の額を定めることについて 全会一致可決

議案第３１号 指定管理者の指定について（曽於市養護老人ホーム清寿園） 全会一致可決

議案第３２号 曽於北部衛生処理組合規約の一部を変更する規約について 可決

議案第３３号 曽於地域公設地方卸売市場管理組合規約の一部を変更する規約について 可決

議案第３４号 曽於地区介護保険組合規約の一部を変更する規約について 可決

議案第３５号 平成１８年度曽於市一般会計予算の補正について（第７号） 賛成多数原案可決

議案第３６号 平成１８年度曽於市国民健康保険特別会計予算の補正について（第４号） 全会一致原案可決

議案第３７号 平成１８年度曽於市老人保険特別会計予算の補正について（第４号） 全会一致原案可決

議案第３８号 平成１８年度曽於市介護保険特別会計予算の補正について（第３号） 全会一致原案可決

議案第３９号 平成１８年度曽於市公共下水道事業特別会計予算の補正について（第３号） 全会一致原案可決

議案第４０号 平成１８年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算の補正について（第１号） 全会一致原案可決

議案第４１号 平成１８年度曽於市水道事業会計予算の補正について ( 第２号） 全会一致原案可決

議案第４２号 平成１９年度曽於市一般会計予算について 賛成多数原案可決

議案第４３号 平成１９年度曽於市国民健康保険特別会計予算について 賛成多数原案可決

議案第４４号 平成１９年度曽於市老人保険特別会計予算について 賛成多数原案可決

議案第４５号 平成１９年度曽於市介護保険特別会計予算について 賛成多数原案可決

議案第４６号 平成１９年度曽於市公共下水道事業特別会計予算について 賛成多数原案可決

議案第４７号 平成１９年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算について 賛成多数原案可決

議案第４８号 平成１９年度曽於市水道事業会計予算について 全会一致原案可決

議案第４９号 曽於市税条例の一部を改正する条例の制定について 全会一致原案可決

議案第５０号 曽於市財部総合交流ターミナルの設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 全会一致原案可決

議案第５１号 曽於市特別職の職員の給与の特例に関する条例の制定について 賛成多数原案可決

陳 情 第 １ 号 森林組合の経営基盤の強化を図る為，市の財政支援についての陳情書 継続審査

陳 情 第 ２ 号 医師・看護師不足対策に関する陳情書 全会一致採択

発 議 第 １ 号 曽於市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決

発 議 第 ２ 号 曽於市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

発 議 第 ３ 号 専決処分事項の指定について 原案可決

発 議 第 ４ 号 曽於市議会議員の報酬の特例に関する条例の制定について 原案可決

発 議 第 ５ 号 曽於市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 賛成多数原案可決

発 議 第 ６ 号 日豪ＥＰＡ交渉に関する意見書案 全会一致原案可決

発 議 第 ７ 号 医師・看護師の増員を求める意見書案 全会一致原案可決

　議会を傍聴することは，市民として市政を知る最もよい方法です。ぜひ，議会の傍聴を
お勧めします。定例会は 3 月・6月・9月・12 月です。

次回の定例議会は6月です
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五
位
塚
剛
議
員　

今
年
は
、

農
家
を
中
心
に
減
価
償
却
資

産
税
課
税
に
つ
い
て
申
告
書

が
配
布
さ
れ
た
が
、
何
世
帯

に
通
知
を
出
さ
れ
た
か
。

池
田
市
長　

農
家
を
含
め
て

機
械
・
器
具
等
は
、
固
定
資

産
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
全
市
的
に
３
１
６
２

件
に
通
知
し
た
。

問　

農
家
の
畜
舎
・
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
の
課
税
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
方
を
求
め
る
。

市
長　

畜
舎
に
つ
い
て
は
、

旧
町
で
課
税
さ
れ
て
い
た

と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
は

課
税
対
象
と
し
て
考
え
た

い
。
農
機
具
等
の
未
償
却
残

１
５
０
万
円
以
上
は
課
税
対

象
と
な
る
。

問　

簡
易
畜
舎
な
ど
は
、
課

税
対
象
と
せ
ず
、
ま
た
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
も
農
業
振
興
上

減
免
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

税
金
を
公
平
に
す
る

た
め
、
課
税
対
象
と
な
る
が

検
討
は
し
た
い
。

問　

18
年
度
も
商
工
業
振
興

の
一
環
と
し
て
、
８
０
０
万

円
の
支
援
が
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
振
興
券
の
活
用
で

水
道
料
な
ど
の
納
税
と
し
て

利
用
が
で
き
る
よ
う
検
討
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

目
的
が
消
費
者
消
失

対
策
で
、
財
務
局
に
申
請
し

て
あ
り
、
趣
旨
に
反
す
る
の

で
納
税
で
の
利
用
は
考
え
て

い
な
い
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て

見
解
を
求
め
る
。

市
長　

子
育
て
家
庭
等
に
対

す
る
育
児
不
安
等
の
相
談
指

導
・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
等
へ

の
支
援
な
ど
重
要
と
考
え
て

い
る
。

問　

曽
於
市
の
中
心
部
の
末

吉
町
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

大
隅
町
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、末
吉
・

財
部
に
つ
い
て
は
出
前
相
談

で
対
応
を
し
て
い
る
の
で
様

子
を
み
た
い
。

問　

ゆ
ず
振
興
に
つ
い
て
、

今
後
の
面
積
拡
大
と
加
工
方

法
・
施
設
は
ど
う
対
応
さ
れ

る
か
。

市
長　

現
在
、
ゆ
ず
栽
培
面

積
63
ha
で
生
産
量
は
４
６
５

ｔ
と
な
っ
て
い
る
。
ゆ
ず

の
生
産
量
は
１
千
ｔ
を
目
指

し
、
加
工
施
設
を
現
在
の
と

こ
ろ
に
建
設
し
た
い
。

問　

ゆ
ず
の
加
工
と
同
時

に
、
曽
於
市
内
の
水
も
利
用

し
地
域
お
こ
し
も
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

市
内
に
湧
水
が
あ
れ

ば
、
天
然
水
と
し
利
用
は
考

え
て
み
た
い
。

問　

政
府
の
進
め
る
こ
の
政

策
は
、
曽
於
市
内
の
農
業
と

実
態
が
合
わ
な
い
。
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

長
米
・
麦
・
大
豆
な

ど
限
定
し
て
担
い
手
を
応
援

す
る
施
策
で
あ
り
、
曽
於
市

に
お
い
て
は
米
の
な
ら
し
対

策
で
１
１
５
戸
が
対
象
と
な

る
。

問　

国
の
こ
の
政
策
は
、
小

さ
な
農
家
は
廃
業
に
追

い
込
ま
れ
る
施
策
で
あ

る
。
曽
於
市
に
あ
っ
た

施
策
を
進
め
る
べ
き
で

あ
る
が
。

市
長　

今
後
は
、
畑
か

ん
の
利
用
を
含
め
て

対
象
農
家
に
説
明
を
進

め
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

畜
舎
に
固
定
資
産
税（
償
却

資
産
）は
か
け
る
な
！

市
長
／
税
の
公
平
性
か
ら
課
税
対
象
と
し
た
い

地
域
振
興
券（
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
券
）の
活
用
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
末
吉
に
も
建
設
す
べ

き

ゆ
ず
振
興
と
水
資
源
を

活
か
し
た
地
域
お
こ
し

を

品
目
横
断
的
経
営
の
農

業
施
策
は
見
直
す
べ
き

大型トラクター

売り出し中の「ゆず吉くん」

五位塚　剛 議員
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直
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
等
、
実
現
可
能
な
改

革
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ

り
、
市
民
の
理
解
を
得
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
で
、
広
報

誌
や
有
線
放
送
で
の
周
知
は

勿
論
、
市
政
説
明
会
や
各
種

会
合
等
を
通
じ
て
周
知
を
図

る
考
え
で
あ
る
。

問　

分
権
社
会
に
お
け
る

市
民
の
受
益
と
負
担
に
つ
い

て
、
共
生
・
協
働
は
不
可
欠

で
あ
る
事
か
ら
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
導

入
に
つ
い
て
、
ま
た
自
治
会

等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

協
働
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

フ
レ

ッ
ク
ス
タ

イ
ム
に
つ
い

て
は
、
５
月

か
ら
導
入
す

る
。
ま
た
、

今
後
は
「
農

地
・
水
・
環

境
保
全
向
上

対
策
事
業
」

等
も
始
ま

る
。
市
内
に

は
色
々
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
人
々

が
増
え
て
い
る
事
か
ら
色
々

な
形
で
地
域
を
守
っ
て
も
ら

う
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
。

問　

財
政
状
況
に
つ
い
て
の

展
望
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
平
成
19
年

度
予
算
編
成
等
で
、
市
債
額

（
借
金
）
と
基
金
（
預
金
）

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

佐
々
木
総
務
部
長　

予
算
査

定
の
段
階
で
は
20
億
円
オ
ー

バ
ー
で
大
変
な
も
の
が
あ

り
、
０
・
９
％
増
の
予
算
を

編
成
し
た
。
市
民
一
人
当
た

り
の
市
債
額
は
54
万
７
千
円

で
市
民
一
人
当
た
り
の
基
金

額
は
９
万
７
９
０
０
円
程
で

あ
る
。

問　

教
育
基
本
法
が
改
正
さ

れ
、
教
育
再
生
会
議
の
第
１

次
報
告
が
提
出
さ
れ
７
つ
の

緊
急
対
応
が
構
成
さ
れ
た
。

社
会
総
が
か
り
で
の
教
育
再

生
に
つ
い
て
教
育
振
興
計
画

の
策
定
は
、
ど
の
よ
う
な
論

議
が
さ
れ
て
い
る
か
今
後
の

取
り
組
み
等
、
方
向
付
け
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

植
村
教
育
長　

昨
年
12
月
国

会
に
お
い
て
改
正
教
育
基
本

法
が
成
立
し
、
新
た
に
政
府

及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

教
育
振
興
基
本
計
画
の
定
め

の
規
定
が
新
設
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
法
成
立
後
、

間
も
な
い
事
か
ら
地
方
公
共

団
体
が
手
本
と
す
べ
き
規
定

は
整
備
中
で
あ
る
。
現
況
を

踏
ま
え
、
本
市
と
し
て
は
国

や
県
の
教
育
振
興
計
画
設
置

の
動
向
を
み
な
が
ら
、
本
市

の
基
本
計
画
の
整
備
の
目
途

を
つ
け
た
い
と
思
う
。

問　

不
登
校
生
徒
へ
の
対
応

を
教
育
委
員
会
は

ど
う
つ
か
ん
で
い

る
か
。
生
徒
一
人

一
人
に
対
し
て
の

対
応
が
必
要
で
あ

る
が
、
出
席
日
数

を
鑑
み
れ
ば
色
々

と
学
校
生
活
に
対

し
て
進
級
の
件
や

授
業
に
つ
い
て
い

け
な
く
な
る
事
が

憂
慮
さ
れ
る
が
。

教
育
長　

生
徒
指

導
主
任
・
養
護
教

諭
等
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
が
交
替
で
、
電

話
連
絡
や
家
庭
訪
問
を
行
な

い
不
登
校
の
改
善
に
努
め
て

い
る
。
不
登
校
生
徒
の
進

級
等
に
つ
い
て
は
、
出
席
日

数
等
に
と
ら
わ
れ
ず
保
護
者

な
ど
の
意
見
を
聞
い
た
り
し

て
、
学
校
長
が
判
断
し
出
来

る
限
り
進
級
出
来
る
よ
う
努

め
る
。

持続可能な
　　　　行政改革を

市長／実現可能な改革を進める

次
世
代
を
担
う
青
少
年

の
育
成
に
つ
い
て

一般質問
8議員登壇

迫
杉
雄
議
員　

今
日
ま
で
に

議
論
さ
れ
て
い
る
行
財
政
改

革（
案
）に
つ
い
て
、
抜
本
的

な
事
務
事
業
の
見
直
し
や
民

間
委
託
等
、
職
員
並
び
に
市

民
に
対
し
周
知
・
理
解
を
ど

う
求
め
て
積
極
的
推
進
を
す

る
考
え
な
の
か
。

池
田
市
長　

各
種
団
体
へ
の

補
助
金
や
施
設
使
用
料
の
見 迫　杉雄 議員

建設同志会によるボランティア清掃

募金活動をするボーイ・ガールスカウト
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徳
峰
一
成
議
員　

敬
老
祝
金

は
、
新
年
度
も
一
部
の
年
齢

を
対
象
と
し
た
節
目
支
給
の

予
算
で
あ
る
。
市
民
は
全

員
支
給
と
節
目
支
給
の
ど
ち

ら
を
望
ん
で
い
る
と
考
え
る

か
。
一
人
３
千
円
な
ら
節
目

支
給
の
３
４
８
５
万
円
の
予

算
を
使
っ
て
、
70
歳
以
上
の

全
員
に
祝
金
は
支
給
で
き
る

が
。

池
田
市
長　

合
併
協
で
節
目

支
給
は
決
ま
っ
た
こ
と
で
あ

り
、
当
面
は
こ
れ
で
や
っ
て

い
き
た
い
。

問　

市
民
は
ど
ち
ら
を
望
ん

で
い
る
と
考
え
る
か
の
私
の

再
三
に
わ
た
る
質
問
に
、
真

正
面
か
ら
答
弁
さ
れ
な
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
全
員
支
給
か

そ
れ
と
も
節
目
支
給
か
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
、
そ

の
結
果
に
従
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

考
え
て
い
な
い
。

意
見　

市
民
の
意
見
を
聞
こ

う
と
し

な
い
。

節
目
支

給
に
こ

だ
わ
る

市
長
の

姿
勢
は

厳
し
く

批
判
し

た
い
。

市
民
に

訴
え
る

し
か
な

い
。
今

後
、
共

産
党
議

員
団
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
ま
た
志
を
同
じ
く
す

る
議
員
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒

に
、
敬
老
祝
金
の
70
歳
以
上

の
全
員
支
給
を
要
求
し
て
署

名
運
動
に
取
り
組
み
た
い
。

問　

財
部
大
川
原
峡
入
口
周

辺
と
、
末
吉
道
の
駅
隣
り
の

用
地
購
入
と
駐
車
場
整
備
の

計
画
を
、
そ
れ
ぞ
れ
聞
き
た

い
。

市
長　

大
川
原
峡
入
口
は
、

全
体
事
業
費
６
８
０
０
万
円

程
度
で
現
在
交
渉
中
。
末
吉

道
の
駅
隣
り
は
、
全
体
事
業

費
５
５
０
０
万
円
程
度
。
今

後
、
議
会
に
計
画
を
上
げ
た

い
。

問　

今
後
、
財
部
支
所
の
職

員
は
毎
年
10
人
程
度
ず
つ
減

ら
さ
れ
る
計
画
が
あ
る
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
心
配

さ
れ
る
。
用
地
購
入
の
お
金

が
あ
る
な
ら
職
員
を
一
人
で

も
多
く
残
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
守
る
こ
と
こ
そ
優
先
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
道

の
駅
は
収
益
性
が
高
く
、
独

立
採
算
を
基
本
に
運
営
す
べ

き
で
あ
り
、
用
地
購
入
費
を

安
易
に
全
額
一
般
会
計
に
頼

る
べ
き
で
は
な
い
。

市
長　

大
川
原
峡
入
口
の
用

地
購
入
と
整
備
は
、
合
併
前

に
旧
財
部
町
議
会
で
議
決
が

さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
理
解

は
頂
け
る
と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
と
な
り
の
（
用
地

購
入
や
整
備
な
ど
）
ハ
ー
ド

面
は
一
般
会
計
で
対
応
し
た

い
。

意
見　

現
在
、
そ
し
て
今
後

も
、
あ
れ
も
こ
れ
も
は
で
き

な
い
市
の
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
な
い
か
。
市
長
の
大
川

原
峡
入
口
周
辺
の
用
地
購
入

の
考
え
方
が
、
本
当
に
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
疑
問

で
あ
る
。
さ
ら
に
道
の
駅
隣

り
を
、
全

額
一
般
会

計
（
市
民

の
税
金
）

で
購
入
す

る
や
り
方

は
い
か
が

な
も
の

か
。
納
得

で
き
な
い

た
め
、
今

後
も
取
り

上
げ
て
い

き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◎
し
っ
か
り
し
た
収
支

　

計
画
で
維
持
管
理
費

　

の
改
善
を

◎
用
地
取
得
や
事
業
は

　

予
算
化
し
て
か
ら
行

　

な
え

◎
住
民
税
の
申
告
書
の

　

改
善
を

敬
老（
長
寿
）祝
金
は

　
　

全
員
に
支
給
す
べ
き
！

市
長
／
当
面
は
節
目
支
給
で

財
政
が
厳
し
い
中

用
地
取
得
は
慎
重
に

徳峰　一成 議員

グランドゴルフで健康づくり

大川原峡入口の整備を計画中
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原
田
賢
一
郎
議
員　

県
教
委

発
表
の
高
校
入
学
出
願
状
況

を
ど
う
捉
え
、
ど
う
認
識
し

て
い
る
か
。

植
村
教
育
長　

曽
於
地
区
内

で
は
、
岩
川
高
校
電
子
機
械

科
１
・
14
倍
を
除
き
軒
並
み

定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
曽
於
地
区
内

の
中
学
校
卒
業
生
は
、
昨
年

度
よ
り
も
更
に
60
名
以
上
少

な
い
状
況
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
児
童
生
徒
数
減
少
へ
の

対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。

問　

隣
接
市
町
村
の
私
立
高

校
の
入
学
出
願
状
況
と
そ
の

認
識
は
。

教
育
長　

隣
接
市
へ
の
私
立

学
校
に
進
学
が
決
定
し
て
い

る
生
徒
は
77
人
で
あ
る
。
生

徒
や
保
護
者
の
職
業
感
や
人

生
設
計
へ
の
考
え
方
等
に
よ

り
、
多
様
な
高
校
か
ら
進
路

を
選
択
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

市
内
の
高
校
に
一
人
で

も
多
く
の
入
学
者
を
確
保
す

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
さ
れ
、
今
後
ど
う
構
築
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長　

小
中
学
校
校
長
研

修
会
に
お
い
て
、
進
路
指
導

の
充
実
を
小
学
校
段
階
か
ら

始
め
る
事
や
、
中
高
連
携

に
よ
る
教
職
員
と
生
徒
の
交

流
等
指
導
を
強
化
し
、
旧
町

別
に
よ
る
協
議
等
も
実
施
し

た
。
ま
た
、
特
別
奨
学
金
制

や
就
学
援
助
も
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
夏
休
み
の
体
験

入
学
・
学
校
開
放
・
農
業
体

験
・
市
民
祭
へ
の
出
品
・
資

格
説
明
資
料
配
布
等
生
徒
確

保
に
懸
命
の
努
力
を
し
て
い

る
。

問　

総
合
学
科
設
置
を
ど
う

考
え
る
か
。

池
田
市
長　

地
域
の
求
め
る

ニ
ー
ズ
を
配
慮
し
な
が
ら
、

曽
於
市
に
合
う
新
し
い
教
科

は
何
か
総
合
学
科
も
含
め
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

宮
崎
県
に
発
生
し
た
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
本
市
に

お
け
る
影
響
は
。

市
長　

販
売
面
に
お
い
て

は
、
直
接
の
影
響
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問　

発
生
後
、
本
市
の
防
疫

体
制
を
ど
う
取
ら
れ
た
か
。

市
長　

１
月
15
日
に
養
鶏
業

者
・
農
家
及
び
愛
玩
鶏
飼
養

者
に
防
疫
対
策
啓
発
チ
ラ
シ

の
配
布
を
し
て
、
２
月
に
飼

養
実
態
調
査
を
実
施
し
消
薬

の
配
布
を
行
な
っ
た
。な
お
、

50
羽
以
上
の
飼
養
者
に
は
県

か
ら
消
石
灰
の
配
布
が
な
さ

れ
た
。

問　

家
畜
防
疫
対
策
連
絡
協

議
会
で
の
対
応
は
。

市
長　

１
月
30
日
に
市
長
を

会
長
と
す
る
曽
於
市
家
畜
防

疫
対
策
連
絡
協
議
会
を
設
立

す
る
た
め
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
侵
入
防
止
対
策
委
員
会

を
設
置
し
移
動
制
限
区
域
に

入
っ
た
時
の
対
応
策
を
協
議

し
て
い
る
。

問　

各
農
家
の
出
入
口
に
簡

易
的
な
消
毒
液
散
布
装
置
が

必
要
と
考
え
る
が
、
助
成
措

置
は
。

市
長　

今
の
所
考
え
て
い
な

い
が
、
ど
の
様
な
も
の
が

あ
る
か
検
討
さ
せ
て
頂
き
た

い
。

要
請　

養
鶏
農
家
が
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
防
疫
体
制

を
確
立
さ
れ
る
よ
う
要
請
す

る
。

公立高校出願状況は

教育長／定員割れを起こしている

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
と
家
畜
防
疫
対
策
に

つ
い
て

原田　賢一郎 議員

県立岩川高校の正門

消石灰を使った防疫対策
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瀬
戸
口
三
郎
議
員　

芙
蓉
之

塔
の
整
備
を
し
、
世
界
平
和

の
教
育
を
観
光
に
活
か
し
展

示
室
の
整
備
を
併
せ
て
検
討

で
き
な
い
か
。

池
田
市
長　

芙
蓉
之
塔
は
太

平
洋
戦
争
末
期
、
岩
川
飛
行

場
と
し
芙
蓉
部
隊
が
配
属
さ

れ
終
戦
ま
で
戦
い
続
け
た
戦

争
遺
産
で
あ
り
、
特
攻
基
地

の
案
内
板
や
展
示
を
検
討
し

た
い
。

問　

大
隅
町
内
に
は
、
本
格

的
な
温
泉
施
設
が
無
く
、
高

齢
者
の
方
々
の
要
望
も
多

く
、
岩
川
地
区
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
。
温
泉
掘
削
の
考

え
は
な
い
か
。

市
長　

今
、
財
部
温
泉
健
康

セ
ン
タ
ー
・
末
吉
メ
セ
ナ
住

吉
交
流
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、

現
在
思
い
や
り
タ
ク
シ
ー
の

運
行
も
し
て
い
る
の
で
、
当

分
の
間
は
こ
の
2
つ
の
施
設

と
現
在
の
弥
五
郎
の
里
の
温

泉
施
設
を
利
用
し
て
頂
き
た

い
。

問　

日
輪

城
（
恒
吉

城
）
の
開

発
に
つ
い

て
、
現
在

ま
で
ど
の

よ
う
な
調

査
が
行
な

わ
れ
た
の

か
。
そ
の

結
果
と
今

後
、
こ
の

日
輪
城
を

中
心
に
恒

吉
地
区
の

ま
ち
お
こ

し
に
活
用
で
き
る
施
設
は
計

画
で
き
な
い
か
。

植
村
教
育
長　

恒
吉
城
跡
の

調
査
・
保
存
事
業
は
大
き

く
四
本
柱
で
、
旧
大
隅
町
で

進
め
て
き
て
お
り
、
第
1
に

地
形
測
量
図
作
成
、
第
2
に

大
学
の
先
生
を
交
え
た
調
査

会
、
第
3
に
埋
蔵
文
化
財
発

掘
調
査
、
第
4
に
用
地
取
得

で
あ
る
。
地
形
測
量
図
は
11

年
度
か
ら
現
地
調
査
中
で
、

調
査
会
は
平
成
13
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
は
、
急
傾
斜
対

策
事
業
で
奈
良
市
の
元
興
寺

文
化
財
研
究
所
に
委
託
し
、

3
次
に
亘
っ
て
発
掘
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
用
地
取
得

は
、
平
成
16
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
さ
れ
た
成

果
も
活
か
し
な
が
ら
、
平
成

19
年
度
は
2
回
の
調
査
検
討

会
を
計
画
し
、
そ
の
中
で
指

定
分
化
財
の
史
跡
と
し
て
、

整
備
で
き
る
よ
う
に
計
画
立

案
中
で
あ
る
。

要
望　

恒
吉
地
域
は
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
地
区
で
あ

り
、
今
後
、
歴
史
と
環
境
を

基
本
と
し
た
振
興
計
画
を
強

く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

曽
於
八
景
の
大
鳥
峡

は
、
大
事
な
観
光
地
で
あ
り

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
、
市

が
し
っ
か
り
管
理
を
す
べ
き

で
あ
る
が
、
今
後
の
整
備
計

画
は
あ
る
か
。

市
長　

大
鳥
峡
の
整
備
は
、

森
林
総
合
利
用
施
設
整
備
で

吊
り
橋
3
橋
・
バ
ン
ガ
ロ
ー

5
棟
な
ど
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
う
め
ん
流
し
も
客
が

減
少
し
、
平
成
14
年
か
ら
閉

鎖
し
て
い
る
。
バ
ン
ガ
ロ
ー

に
つ
い
て
も
施
設
利
用
を
や

め
て
い
る
。
今
後
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
遊
歩
道
の
整
備

を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

芙ふ

蓉よ
う

之の

塔と
う

の

　
　

保
全
と
整
備
に
つ
い
て

市
長
／
案
内
板
や
展
示
を
検
討
し
た
い

温
泉
掘
削
に
つ
い
て

大
鳥
峡
の
保
存
に
つ
い
て

瀬戸口　三郎 議員

大隅町の芙蓉之塔

閉鎖中の大鳥峡

日に
ち

輪り
ん

城じ
ょ
う（

恒
吉
城
）の
開

発
に
つ
い
て
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大
川
原
主
税
議
員

　

保
育
所
の
運
営
の
あ
り
方

は
。

池
田
市
長　

保
育
事
業
は
、

子
ど
も
の
多
少
に
関
わ
ら
ず

大
切
な
も
の
で
あ
る
。
19
年

度
も
運
営
方
法
は
こ
れ
ま
で

同
様
と
す
る
こ
と
で
、
予
算

措
置
を
し
て
い
る
。
昨
年
、

財
部
の
北
・
南
保
育
所
の
保

護
者
を
対
象
に
、
保
育
所
運

営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
明

し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
保
育
所
の
存

続
に
つ
い
て
は
、
27
人
全
員

が
希
望
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
は
、
市
が

引
き
続
き
運
営
す
る
の
が
望

ま
し
い
の
か
、
民
間
委
託
、

そ
れ
と
も
幼
児
学
園
と
す
る

の
が
望
ま
し
い
の
か
結
論
は

見
出
し
て
い
な
い
が
、
子
ど

も
を
持
つ
親
が
安
心
し
て
預

け
ら
れ
る
制
度
に
つ
い
て
、

早
い
時
期
に
子
を
持
つ
親
を

含
め
た
地
域
住
民
と
の
意
見

交
換
等
を
十
分
に
行
な
い
、

お
互
い
が
納
得
の
上
で
運
営

方
法
を
決
定
し
て
い
く
。

問　

中
学
校
統
合
の
取
り
組

み
は
。

植
村
教
育
長　

本
県
に
お
い

て
は
、
5
学
級
以
下
の
小
規

模
の
中
学
校
が
全
体
の
50
％

を
超
え
て
い
る
現
状
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
小
規
模
学
校

は
教
員
組
織
の
充
実
と
施
設

整
備
等
の
拡
充
を
図
る
上
に

困
難
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、

適
正
な
規
模
に
ま
で
統
合
す

る
こ
と
は
、
義
務
教
育
水
準

の
向
上
と
学
級
経
費
の
合
理

化
の
た
め
に
重
要
な
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
将
来
の

児
童
生
徒
数
の
動
向
及
び
学

校
の
地
域
の
文
化
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
等
、
教
育
の

効
果
を
勘
案
し
保
護
者
や
地

域
住
民
の
声
を
十
分
考
慮
し

て
中
学
校
統
合
の
時
期
を
判

断
す
る
た
め
、
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
進
め
て
い
く
。

具
体
策
と
し
て
、
今
後
、
小

学
校
部
・
中
学
校
部
・
高
校

再
編
部
の
3
部
会
か
ら
な
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
中

高
一
貫
校
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
。

問　

旧
町
の
職
員
給
与
に
不

均
衡
が
あ
る
の
か
。
あ
る
と

す
れ
ば
是
正
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

市
長　

職
員
の
給
料
に
つ
い

て
は
、
同
じ
給
料
表
の
中
で

運
用
を
し
て
い
る
が
、
合
併

の
時
旧
町
の
基
準
に
よ
る
履

歴
を
新
市
へ
引
き
継
ぎ
運
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
差
が

生
じ
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
全

く
同
じ
年
齢
・
学
歴
・
職
歴
・

採
用
で
あ
り
な
が
ら
給
料

額
が
違
う
職
員
も
い
る
。
今

回
、
曽
於
市
の
統
一
し
た
基

準
で
運
用
を
行
な
い
こ
の
差

を
な
く
す
た
め
、
人
事
院
勧

告
に
よ
る
給
料
表
の
改
定
に

伴
い
、
職
員
の
給
料
を
再
計

算
す
る
作
業
を
行
な
っ
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問

◎
自
治
会
の
現
況
と
今

　

後
の
見
通
し
は

少子化対策
　（保育所のあり方）は

市長／地域住民との話し合いを進める

職
員
給
与
の
実
態
に
つ

い
て

大川原　主税 議員

曽於市立財部南保育所

議会事務局
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漆
間
純
明
議
員　

耕
地
災
害

の
件
数
は
。

池
田
市
長　

末
吉
は
農
地
52

件
、
施
設
57
件
、
大
隅
は
農

地
２
５
９
件
、
施
設
１
９
８

件
、
財
部
は
農
地
9
件
、
施

設
14
件
全
て
発
注
済
で
、
今

年
度
内
完
成
が
見
込
め
な
い

事
業
に
つ
い
て
は
、
繰
越
を

考
え
て
い
る
。
な
お
、
5
月

中
に
は
全
て
復
旧
を
終
え
る

予
定
で
あ
る
。

問　

耕
地
災
害
に
ま
つ
わ

る
堤
防
決
壊
修
復
工
事
と
同

時
に
、
上
方
・
下
方
の
寄よ

り

洲す

除
去
も
県
に
要
望
で
き
な
い

か
。

市
長　

今
後
は
、
そ
の
様
な

要
望
も
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

問　

土
木
災
害
の
件
数
は
。

市
長　

公
共
土
木
災
害
50

件
、
市
単
独
災
害
20
件
全
て

発
注
済
み
で
、
年
度
内
完
成

の
見
込
み
。

問　

9
月
補
正
で
、
調
査
費

を
計
上
し
て
い
た
が
そ
の
結

果
は
。

市
長　

大
隅
支
所
周
辺
流

域
面
積
４
万
５
７
０
０
㎡
、

旧
岩
川
駅
周
辺
流
域
面
積

（
桜
ヶ
丘
台
地
含
む
）
68

万
２
４
０
０
㎡
で
、
急
を
要

す
る
既
存
排
水
溝
布
設
替
、

側
溝
嵩
上
げ
は
2
月
に
発
注

済
。
岩
川
病
院
周
辺
の
流
域

面
積
は
17
万
６
２
０
０
㎡
、

3
ヶ
所
共
通
し
て
言
え
る
事

は
排
水
溝
が
低
水
位
近
く
に

あ
り
、
河
積
の
下
部
に
設

置
さ
れ
て
い
る
事
と
、
河
川

の
最
高
水
位
よ
り
宅
地
が
低

い
。

問　

今
後
、
河
川
断
面
の
改

修
、
川
床
を
下
げ
る
及
び
新

規
側
溝
付
設
工
事
等
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

市
長　

関
係
住
人
に
は
、
調

査
結
果
を
説
明
し
意
見
を
賜

り
部
内
で
検
討
し
、
土
木
事

務
所
と
協
議
を
行
な
い
事
業

実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

問　

市
道
・
林
道
・
農
道
等

事
業
完
了
後
の
管
理
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

市
職
員
維
持
作
業
員

の
現
場
住
来
時
に
、
市
道

走
行
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
郵
便

局
・
市
内
建
設
業
・
水
道
事

業
者
64
社
、
曽
於
ふ
る
さ
と

協
議
会
と
協
定
を
結
び
被
害

情
報
収
集
と
報
告
を
願
っ
て

い
る
。

問　

法
面
等
の
巡
回
調
査
整

備
を
関
係
機
関
に
委
託
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

法
面
中
腹
に
あ
る
排

水
溝
危
険
箇
所
の
巡
回
調
査

等
は
、
関
係
機
関
と
協
議
し

委
託
検
討
も
必
要
か
と
考
え

て
い
る
。

問　

市
単
独
管
理
分
の
件

数
、
ま
た
18
年
度
発
生
災
害

件
数
は
何
件
か
。

市
長　

市
全
体
の
農
道
は

１
９
６
４
路
線
１
０
５
０

㎞
、
う
ち
市
単
独
管
理
は

４
５
７
路
線
25
・
2
㎞
で
18

年
災
害
は
発
生
し
て
い
な

い
。
ま
た
市
全
体
の
林
道

は
43
路
線
79
・
2
㎞
で
、
林

道
災
害
は
財
部
の
1
件
で
あ

る
。

問　

延
長
約
2
㎞
の
う
ち
町

入
口
約
３
０
０
ｍ
と
竹
山
交

差
点
入
口
約
４
０
０
ｍ 

が

未
改
良
で
あ
る
。
特
に
町
入

口
に
関
し
て
は
、
市
街
地
県

道
63
号
線
と
の
交
差
点
が
あ

り
、
交
通
量
も
多
く
危
険
性

の
高
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
大
雨
の
度
に
床
下
浸
水

も
あ
り
消
防
団
出
動
も
年
数

回
と
な
っ
て
い
る
。
改
良
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
伺

う
。

市
長　

寺
下
・
竹
山
線
改
良

は
、
19
年
度
に
測
量
設
計
業

務
を
実
施
し
20
年
度
工
事
に

着
手
す
る
予
定
。

問　

19
年
度
事
業
と

並
行
し
て
町
入
口
か

ら
の
改
良
拡
幅
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長　

今
後
、
地
元

住
民
の
意
見
要
望
を

聞
き
検
討
し
た
い
。

平
成
18
年
度
災
害
復
旧
工
事

に
係
る
進
捗
状
況

市
長
／
５
月
中
に
全
て
の
復
旧
を
終
え
る

末吉支所 大隅支所 財部支所 計

市

道

の

状

況

路 線 数 419線 316線 210線 945線

実 延 長 396,645ｍ 297,314ｍ 231,121ｍ 925,080ｍ

改良済延長 231,526ｍ 200,035ｍ 79,600ｍ 511,161ｍ

改 良 率 58.4％ 67.3％ 34.4％ 55.3％

農

道

の

状

況

路 線 数 940線 430線 594線 1,964線

実 延 長 466,000ｍ 330,000ｍ  254,000ｍ  1,050,000ｍ

改良済延長 233,000ｍ 90,000ｍ 108,000ｍ 431,000ｍ

改 良 率 50.1％ 27.2％ 42.5％ 41.0％

大
隅
支
所
旧
岩
川
駅
下

岩
川
病
院
周
辺
浸
水
対

策

市
道
・
林
道
・
農
道
等

事
業
完
了
後
の
管
理

市
道
一
級
寺
下
・
竹
山
線

拡
幅
改
良
及
び
排
水
対
策

漆間　純明 議員

改良が計画されている寺山・竹下線
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大
津
亮
二
議
員　

施
政
方
針

の
中
に
「
思
い
や
り
の
心
あ

ふ
れ
る
曽
於
市
」
を
宣
言
す

る
と
言
わ
れ
た
が
イ
メ
ー
ジ

を
伺
い
た
い
。

池
田
市
長　

悲
惨
な
事
件
や

事
故
が
報
道
さ
れ
、
生
活

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
各
分
野
に
お
い
て
思
い

や
り
の
心
を
育
ん
で
行
き
た

い
。

問　

予
算
編
成
で
留
意
さ
れ

た
点
を
伺
い
た
い
。

市
長　

前
年
度
の
５
％
削
減

で
要
求
す
る
よ
う
要
請
し
、

補
助
金
の
見
直
し
・
事
業

の
緊
急
性
・
必
要
性
・
優
先

度
・
景
気
対
策
・
雇
用
の
創

出
・
市
内
の
均
衡
等
を
考
慮

し
た
。

問　

合
併
特
例
債
の
積
極
活

用
に
よ
り
、
財
政
硬
直
化
方

向
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

市
長　

地
方
債
の
借
り
入
れ

な
し
に
は
財
源
確
保
が
難
し

い
状
況
で
あ
り
、
交
付
税
算

入
率
の
高
い
合
併
特
例
債

を
活
用
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

問　

憲
章
策
定
の
基
本
的
な

考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。

市
長　

合
併
後
、
制
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
市
民

の
心
の
支
え
と
な
る
親
し
み

や
す
い
も
の
に
し
た
い
。
庁

舎
内
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、憲
章
・

宣
言
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

及
び
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

制
定
に
向
け
た
事
務
を
処
理

さ
せ
て
い
る
。

問　

市
民
参
加
型
で
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
審
議
会

等
に
も
提
案
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
で
広
く
市
民
の

意
見
を
求
め
た
い
。

問　

教
育
問
題
は
、
国
を
挙

げ
て
論
議
さ
れ
て
い
る
が
、

話
題
に
な
っ
て
い
る
学
校
選

択
制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

公
立
の
小
・
中
学
校

を
複
数
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
出

来
る
制
度
だ
が
、
学
校
の
序

列
化
や
格
差
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
り
、
導
入
は
慎
重
に

対
応
し
た
い
。

問　

小
規
模
校
統
合
は
周
辺

部
切
捨
て
に
繋
が
る
と
思
う

が
見
解
を
求
め
た
い
。

市
長　

保
護
者
や
地
域
住
民

の
声
を
十
分
考
慮
し
て
判
断

し
て
い
き
た
い
。

問　

小
規
模
校
へ
の
支
援
は

重
要
課
題
と
考
え
る
が
。

市
長　

今
後
も
複
式
学
級
指

導
補
助
員
の
増
員
や
集
合
学

習
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
特

色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進
を

進
め
た
い
。
山
村
留
学
、
特

認
校
に
つ
い
て
は
今
後
も
継

承
し
て
い
き
た
い
。

問　

２
０
１
１
年
か
ら
テ

レ
ビ
が
完
全
デ
ジ
タ
ル
放
送

化
さ
れ
る
が
対
策
を
伺
い
た

い
。

市
長　

曽
於
市
に
お
い
て
は

２
０
０
８
年
に
中
継
局
が
開

設
さ
れ
る
予
定
で
、
現
在
の

Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
対
応

で
き
る
予
定
で
あ
る
。
Ｕ
Ｈ

Ｆ
が
視
聴
で
き
る
と
こ
ろ
は

視
聴
可
能
な
エ
リ
ア
と
思
わ

れ
、
エ
リ
ア
外
は
共
同
受
信

施
設
の
整
備
が
必
要
と
思
わ

れ
、
整
備
に
２
０
０
万
円
か

ら
３
０
０
万
円
程
度
と
い
わ

れ
て
い
る
。

問　

都
城
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
積
極
的
に
展
開
・
拡
大
を

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

市
長　

難
視
聴
地
域
で
は
加

入
入
す
る
こ
と
に
よ
り
難
視

聴
解
消
の
一
つ
の
方
法
で
は

あ
る
が
、
毎
月
の
使
用
料

（
３
５
０
０
円
） 

を
伴
う
。

施政方針と
平成19年度予算を問う

市長／思いやりと均衡性

市
民
憲
章
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
化

の
対
応
に
つ
い
て

大津　亮二 議員

新築される末吉中学校
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☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）

熊
本
県
上
天
草
市
・
菊
池
市

（
調
査
事
項
）
合
併
後
の
組

織
機
構
の
再
編
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
・
合
併
支
援

措
置
に
よ
る
特
例
債
、
特
例

交
付
金
、
推
進
補
助
金
等
の

取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

（
日　

程
）

平
成
19
年
１
月
22
日
〜
23
日

　

上
天
草
市
は
分
庁
方
式
と

し
て
、
2
庁
舎
2
支
所
6
出

張
所
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
本

庁
舎
と
同
等
の
庁
舎
建
設
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
予

算
の
配
分
は
、
旧
町
の
ニ
ー

ズ
が
異
な
り
苦
慮
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
事
業
に
つ
い

は
、
合
併
特
例
事
業
よ
り
辺

地
・
過
疎
対
策
事
業
を
優
先

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
菊
池
市
に
お
い
て
も
、

人
件
費
・
福
祉
費
の
増
に
よ

り
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
は
凍
結
さ
れ
、

職
員
の
採
用
も
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
問
題
点
と
し
て
は
、

合
併
協
議
会
の
議
決
事
項
と

新
市
の
行
財
政
政
策
実
施
計

画
と
の
整
合
性
の
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
職
員
の
異
動
に

つ
い
て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に

旧
町
職
員
の
配
置
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
両
市
政
状
況
に

変
わ
り
が

な
く
、
今

後
、
事
業

の
検
討
・

見
直
し
を

始
め
、
住

民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下

を
考
慮
し

な
が
ら
職

員
一
丸
と

な
っ
て
取

り
組
む
べ

き
大
き
な

課
題
で
あ

る
と
思
わ

れ
ま
す
。

☆
曽
於
市
国
民
保
護
対
策
本

　

部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対

　

策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ

　

い
て

問　

本
市
の
国
民
保
護
計
画

は
い
つ
で
き
る
の
か
。

答　

市
で
も
計
画
案
を
作
成

し
、
現
在
、
県
と
協
議
中
で

あ
る
。

☆
曽
於
市
個
人
情
報
保
護
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

実
施
機
関
に
つ
い
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や

社
会
福
祉
協
議
会
は
対
象
と

し
な
い
の
か
。

答　

審
議
会
等
は
対
象
と
な

る
が
、
他
の
法
人
・
団
体
は

対
象
と
な
ら
な
い
。

☆
曽
於
市
議
会
議
員
等
の
報

　

酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

　

手
当
の
支
給
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
制
定
に
つ
い
て

問　

滞
納
整
理
指
導
官
は
、

月
に
何
日
程
度
庁
舎
内
で
指

導
さ
れ
る
の
か
。

答　

月
に
２
日
程
度
で
あ
る

が
、
そ
の
他
に
こ
ち
ら
か
ら

出
向
い
て
相
談
に
行
く
こ
と

も
あ
る
。

☆
曽
於
市
国
民
健
康
保
険
税

　

条
例
の
一
部
制
定
に
つ
い

　

て
問　

改
正
条
文
に
「
最
初
の

納
期
」
と
あ
る
が
、
通
常
何

期
分
に
な
る
の
か
。

答　

年
度
途
中
で
加
入
さ
れ

た
方
等
以
外
は
、
第
２
期
分

に
合
算
さ
れ
る
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市
一

　

般
会
計
予
算（
所
管
分
）

問　

予
算
編
成
に
あ
た
り
、

当
局
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
臨
ん
だ
の
か
。

答　

厳
し
い
地
方
財
源
の
確

保
が
予
想
さ
れ
る
中
で
「
心

豊
か
で
夢
と
希
望
の
も
て
る

元
気
な
曽
於
市
」
の
創
造
を

目
標
に
、
地
域
の
均
衡
を
図

り
な
が
ら
諸
政
策
の
実
現
に

向
け
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減

に
努
め
、
最
大
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
の
予
算
と
し
た
。

問　

庁
舎
改
修
に
つ
い
て

答　

土
地
開
発
公
社
の
土
地

を
購
入
し
て
、
末
吉
庁
舎
の

駐
車
場
整
備
を
す
る
。

問　

財
部
駅
舎
に
つ
い
て
。

答　

駅
舎
の
老
朽
化
に
と
も

な
い
、
駅
舎
と
ト
イ
レ
を
一

体
化
し
た
駅
舎
等
の
整
備
を

す
る
。

問　

職
員
の
研
修
・
派
遣
に

つ
い
て
。

答　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
会
の
発
足
に
と
も
な

う
１
名
の
職
員
派
遣
と
県
大

阪
事
務
所
へ
の
農
産
物
生
産

流
通
実
務
職
員
研
修
費
で
あ

る
。

総
務
常
任
委
員
会
（
瀬
戸
口
三
郎
委
員
長
）

　

平
成
19
年
１
月
22
日
〜
23
日
に
熊
本
県
上
天
草
市
・

菊
池
市
に
て
所
管
事
務
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

曽
於
市
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
条
例
の
制
定
な
ど
11
件
に
つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
議
案
8
件
を
全
会
一
致
、
議

案
3
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

各常任委員会は，閉会中 の所管事務調査を行ないましたので報告します。また，3 月定例会で
付託になった議案・陳情 について審査を行ないました。

● 総 務 常 任 委 員 会
● 文教厚生常任委員会
● 建設経済常任委員会告報会員

総務委員会所管事務調査
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☆
所
管
事
務
調
査
報
告

（
調
査
地
）

大
分
県
大
分
市
・
別
府
市

（
調
査
事
項
）
障
害
者
に
関

す
る
市
独
自
の
支
援
策
に
つ

い
て
・
子
育
て
支
援
策
に
つ

い
て

（
日　

程
）

平
成
19
年
１
月
25
日
〜
26
日

　

大
分
市
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
に
お
け
る
利
用

者
の
負
担
軽
減
を
独
自
に

講
じ
て
お
り
好
評
で
あ
っ
た

が
、
今
後
、
国
の
軽
減
策
が

見
直
さ
れ
る
た
め
今
年
度
限

り
で
す
。
障
害
児
（
者
）
の

余
暇
活
動
等
、
社
会
参
加

の
た
め
の
外
出
の
際
の
移
動

支
援
策
と
し
て
、
国
基
準

よ
り
長
い
90
時
間
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
福
祉
的
就
労

促
進
支
援
事
は
、
市
の
負
担

１
６
０
０
万
円
で
一
般
就
労

が
困
難
な
知
的
障
害
者
に
喫

茶
店
を
造
り
収
益
事
業
を
し

て
い
ま
す
。
別
府
市
に
お
い

て
は
、
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
「
ほ
っ
ぺ
パ
ー
ク
」
が
あ

り
、
親
子
が
ほ
っ
ぺ
と
ほ
っ

ぺ
を
く
っ
つ
け
て
ふ
れ
あ
う

よ
う
な
施

設
で
、
乳

幼
児
か

ら
小
中
学

生
、
子
育

て
家
庭
か

ら
高
齢
者

ま
で
利
用

さ
れ
保
育

所
・
児
童

館
・
子
育

て
支
援
セ

ン
タ
ー
か

ら
な
り
、

保
育
士
・

保
健
師
も

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
可

外
保
育
施
設
へ
の
助
成
も
あ

り
ま
す
。
公
立
8
ヶ
所
・
私

立
18
ヶ
所
で
待
機
児
童
は
い

ま
せ
ん
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
と
は
、
保
護
者
の
急
病

か
急
な
用
事
に
対
応
す
る
た

め
に
、
児
童
を
自
宅
で
預
か

っ
て
く
れ
る
家
庭
と
預
け
る

家
庭
が
会
員
制
度
を
作
り
、

子
育
て
を
助
け
合
う
シ
ス
テ

ム
で
す
。
万
が
一
の
保
険
料

は
、
市
が
全
額
負
担
し
利
用

料
金
は
通
常
６
０
０
円
で
、

時
間
外
７
０
０
円
で
預
け
る

会
員
52
人
、
受
け
入
れ
会
員

83
人
で
市
民
に
大
変
好
評
な

制
度
で
あ
り
ま
す
。

☆
曽
於
市
乳
幼
児
医
療
費

　

助
成
金
支
給
に
つ
い
て

　

県
内
2
番
目
の
施
策
で
、

6
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
係
る

医
療
費
を
所
得
に
関
係
な
く

支
給
す
る
が
、
予
算
的
に
も

大
き
く
差
異
が
な
い
こ
と
か

ら
、
就
学
前
ま
で
に
対
象
年

齢
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と

意
見
が
出
ま
し
た
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市

　

一
般
会
計
予
算（
所
管
分
）

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
費
削
減
の
努
力

は
。

答　

燃
料
に
木
く
ず
等
混
ぜ

て
節
約
し
、鉄
く
ず
も
売
却
、

ま
た
管
理
委
託
先
を
変
更
す

る
な
ど
し
て
い
る
。

問　

長
寿
祝
金
支
給
の
考
え

は
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
取
ら
な

い
が
、
今
後
も
節
目
支
給
で

行
な
う
。
公
民
館
活
動
の
停

滞
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

問　

曽
於
郡
医
師
会
立
病
院

の
医
師
確
保
の
対
策
は
。

答　

協
議
会
・
首
長
会
を
通

し
て
、
小
児
科
医
等
の
確
保

に
努
め
る
。

問　

末
吉
中
学
校
新
校
舎
に

つ
い
て
。

答　

今
年
8
月
に
解
体
し
て

プ
レ
ハ
ブ
教
室
を
造
り
、
20

年
9
月
よ
り
新
校
舎
で
学
べ

る
よ
う
に
す
る
。
財
源
は
合

併
特
例
債
で
の
対
応
を
考
え

て
い
る
。

問　

小
規
模
校
支
援
対
策

は
。

答　

曽
於
市
独
自
の
複
式
学

級
指
導
補
助
員
、
7
名
を
児

童
・
学
級
数
等
に
応
じ
て
配

置
し
て
い
る
。

問　

学
校
の
、
修
繕
費
の

要
望
は
ど
う
対
応
し
て
い
る

か
。

答　

各
学
校
よ
り
要
望
を
聞

き
総
合
的
に
見
て
、緊
急
度
・

優
先
度
等
で
財
政
と
協
議
し

て
決
定
し
、対
応
し
て
い
く
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

問　

健
康
へ
の
認
識
の
対
策

は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

答　

保
健
師
の
配
置
や
指
導

等
、
国
保
だ
よ
り
等
で
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市
介
護

　

保
険
特
別
会
計
予
算

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
的
体
制
は
。

答　

4
月
よ
り
臨
時
職
員
を

含
め
2
名
増
員
し
、
ケ
ア
ー

マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
5
名
配
置

し
、
市
民
よ
り
相
談
が
あ
れ

ば
す
ぐ
に
出
向
い
て
い
く
体

制
を
整
え
る
。

文教厚生常任委員会（渡辺利治委員長）
　平成19年 1 月25日～ 26日に大分県大分市・別府市にて所管事務調
査を行ないました。また，曽於市乳幼児医療費助成金支給条例の一
部を改正する条例の制定など16件について委員会を開き，慎重に審
査した結果，議案11件を全会一致，議案４件を賛成多数で可決，陳
情１件を全会一致で採択すべきものと決定しました。

文教厚生委員会所管事務調査

各常任委員会は，閉会中 の所管事務調査を行ないましたので報告します。また，3 月定例会で
付託になった議案・陳情 について審査を行ないました。

会員委
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☆
平
成
19
年
度
曽
於
市

　

一
般
会
計
予
算（
所
管
分
）

問　

農
業
を
守
る
た
め
、
農

地
の
有
効
利
用
・
遊
休
農
地

の
解
消
等
に
積
極
的
に
取
り

組
み
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
活
動
す
る
の
か
。

答　

農
業
委
員
会
の
3
部
会

で
連
携
を
取
り
合
っ
て
、
遊

休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
み

そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
た
農

業
を
進
め
る
。

問　

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ

ン
タ
ー
の
、
泉
源
掘
削
後
の

施
設
の
改
修
は
ど
う
な
る
の

か
。

答　

19
年
度
に
泉
源
掘
削
を

し
て
、
20
年
度
に
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

市
単
独
間
伐
支
援
事
業

は
新
植（
造
林
）な
ど
も
あ
る

の
で
、
今
後
も
継
続
し
て
い

く
よ
う
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

要
綱
で
は
、
17
年
度
か

ら
19
年
度
の
3
か
年
で
あ
る

の
で
、あ
と
は
検
討
し
た
い
。

問　

大
鳥
峡
周
辺
整
備
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　

19
年
度
遊
歩
道
の
補
修

と
し
て
、
防
護
柵
と
バ
ン

ガ
ロ
ー
の
下
か
ら
2
号
橋
ま

で
整
備
す
る
。
な
お
、
2
号

橋
か
ら
岩
屋
観
音
ま
で
は
岩

が
あ
り
補
修
は
出
来
な
い
の

で
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

有
機
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥

利
用
が
合
併
に
よ
り
、財
部
・

大
隅
に
も
広
が
っ
た
と
聞
く

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

県
の
堆
肥
コ
ン
ク
ー

ル
で
県
知
事
賞
を
受
け
る
な

ど
、
有
り
難
い
評
価
も
あ
っ

て
、財
部
は
園
芸
農
家
な
ど
、

大
隅
は
水
田
の
施
肥
等
に
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問　

農
道
等

維
持
補
修
費

な
ど
、
市
単

独
土
地
改
良

事
業
補
助
が

前
年
度
22
件

積
み
残
し
が

あ
る
中
、
減

額
に
な
っ
て

い
る
が
な
ぜ

か
。

答　

積
み
残

し
が
あ
っ
て

迷
惑
を
掛
け

て
い
る
。
な

お
、
原
材
料
は
財
政
と
の
関

連
で
減
額
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
緊
急
性
等
を
考
慮
し
補

正
で
も
お
願
い
し
た
い
。

問　

18
年
度
小
災
害
で
10
万

円
以
上
40
円
未
満
が
今
後
出

て
き
た
場
合
は
、
対
応
で
き

る
か
。

答　

市
単
独
農
業
用
施
設
災

害
復
旧
事
業
補
助
金
で
対
応

で
き
る
。

問　

市
道
改
良
の
、
基
本
的

な
考
え
方
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答　

工
事
費
１
ｍ
10
万
円
を

オ
ー
バ
ー
し
な
い
範
囲
で
、

中
央
線
無
し
1
・
5
車
線

（
6
ｍ
）
で
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
ラ
ン
ク
付
け
し
て
延

長
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

問　

河
川
の
寄よ

り

洲す

除
去
の

考
え
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答　

災
害
防
止
の
た
め
計
画

的
に
行
な
っ
て
、
ま
た
県
に

も
要
請
し
て
い
く
。

問　

若
者
定
住
促
進
の
た

め
、
市
の
住
宅
で
水
洗
化
を

計
画
的
に
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

19
年
度
、
向
江
団
地
を

公
共
下
水
道
に
接
続
し
て

水
洗
化
を
行
な
う
計
画
で
あ

る
。

問　

谷
ヶ
峯
の

堆
肥
等
環
境
汚

染
防
止
対
策
の

水
質
検
査
結
果

と
、
今
後
の
対

策
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　

窒
素
分
が

多
く
水
稲
に
も

影
響
が
あ
る
の

で
、
19
年
度
も

引
き
続
き
水
質

検
査
と
水
源
確

保
の
た
め
用
水
パ
イ
プ
補
助

を
計
画
し
て
い
る
。
問　

工

事
費
等
の
入
札
に
対
す
る
考

え
方
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　

透
明
性
・
公
平
性
・
競

争
性
を
考
え
、
19
年
度
を
目

途
に
改
善
に
向
け
て
取
り
組

み
た
い
。
し
か
し
、
地
元
業

者
の
育
成
に
も
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市
公
共

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

　

算
問　

下
水
道
接
続
の
推
進
の

問
題
点
は
な
に
か
。

答　

色
々
あ
る
が
、
す
で

に
浄
化
槽
設
置
の
人
は
難
し

い
。

ま
た
、
早
く
し
て
欲
し
い
と

い
う
人
も
い
る
。

☆
平
成
19
年
度
曽
於
市
水
道

　

事
業
会
計
予
算

問　

石
綿
管
布
設
替
工
事

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

答　

19
年
度
か
ら
21
年
度
の

3
年
間
で
、
道
路
改
良
と
並

行
し
て
布
設
替
え
を
終
了
す

る
計
画
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
（
吉
村
幸
治
委
員
長
）

　

曽
於
市
花
房
峡
憩
い
の
森
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
14
件
に

つ
い
て
委
員
会
を
開
き
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
議

案
13
件
を
全
会
一
致
で
可
決
、
陳
情
１
件
を
継
続
審
査

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

泉源掘削予定地（末吉町新住吉）

財部町谷ヶ峯地区
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日豪ＥＰＡ交渉に関する意見書

　わが国政府は，日豪両国政府の共同研究最終報告書が取りまとめられたことを受けて，昨年12月12
日の首脳会談で日豪ＥＰＡ交渉の開始に合意しました。
　わが国の豪州からの輸入状況を見ると，農林水産物輸入の占める割合が高く，しかもわが国にとっ
て極めて重要な米，麦，牛肉，乳製品，砂糖などの品目が含まれているのが実態であります。このため，
豪州との交渉では，農産物の取扱いが焦点となるのは必至であり，その取扱い如何によっては，わが
国の農業・農村に壊滅的な打撃を与えるだけではなく，関連産業や地域経済等に対しても影響を及ぼし，
地域社会をも崩壊させる懸念があります。
　こうした状況を踏まえ，政府におかれては，豪州との交渉にあたり，下記事項の実現について，特
段のご配慮をされるよう強く要請します。

記
１．重要品目に対する例外措置の確保
２．ＷＴＯ農業交渉に対するわが国の主張に基づいた対応の確保
３．交渉如何によっては交渉を中断するなど厳しい判断を持って交渉に臨むこと

医師・看護師の増員を求める意見書

　医療事故をなくし，安全・安心でゆきとどいた医療・看護を実現するためには，医療従事者がゆと
りと誇りを持って働き続けられる職場づくりが不可欠です。しかし，医療現場の実態はかつてなく過
酷になっており，医師や看護師等の不足が深刻化しています。
　看護師は仕事に追い回されて疲れ果て，「十分な看護が提供できている」との回答は１割にも届か
ず，４分の３が辞めたいと思っているほどです。
　欠員を直ちに補充するとともに，大幅増員を実現することが切実に求められています。看護職員に
ついては，少なくとも「夜間は患者10人に対して１人以上，日勤帯は４人に対して１人以上」の配置
にすることが必要です。
　過酷な労働実態を改善するため，夜勤日数の上限規制などの法整備が必要です。「安全・安心のコス
ト保障が必要」であり，診療報酬などによる財政的な裏づけが求められています。
　よって政府におかれては，現場での大幅増員を保障する看護職員等の確保対策・予算の拡充や診療
報酬の改善を行うよう要望するものです。

記
１． 医師・看護師など医療従事者を大幅に増員すること。
２． 医師の養成数を抜本的に増やすとともに，医師・看護師の配置基準を引き上げ，定着のための施
　　策を進めること。
３． 看護職員の配置基準を抜本的に改善すること。緊急に「第 6次看護職員需給見通し」の見直しを
　　行うこと。
４． 夜勤日数を月 8日以内に規制するなど，「看護職員確保法」等を改正すること ｡

可決された意見書 可決された意見書 可決された意見書 
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１月28日　　　　志布志市誕生一周年記念式典

14日　　　　国道10号線「都城道路」着工式（都城市）

14日　　　　都城志布志道路建設促進大会に伴う懇談会（都城市）

14日　　　　都城志布志道路建設促進大会（都城市）

22日～23日　総務常任委員会所管事務調査（上天草市・菊池市）

24日　　　　長崎県雲仙市議会まちづくり調査委員来訪

25日～26日　文教厚生常任委員会所管事務調査（別府市・大分市）

25日　　　　長崎県南島原市議会広報編集特別委員会来訪

２月 1日　　　　議会運営委員会

13日　　　　議会運営委員会

22日　　　　議会運営委員会

27日　　　　県市町村議会議長会公務災害補償等組合定例会

28日　　　　第１回定例会（初日）

３月１日　　　　議会運営委員会

２日　　　　行財政改革調査特別委員会

６日～９日　第１回定例会（一般質問・総括質疑）

12日～14日　各常任委員会

15日　　　　第１回定例会（補正予算委員長報告・審議・表決）

16日～23日　各常任委員会

22日　　　　東九州自動車道新直轄事業「鹿屋串良IC～大隅IC 間」起工式（大崎町）

27日　　　　はしご付消防自動車運用式（志布志市）

28日　　　　議会運営委員会

29日　　　　第１回定例会（最終日）

い
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

曽
於
市
の
当
初
予
算
も
決

ま
り
、
19
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
は
、
市
民
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
１
年
に
な
る
こ

と
を
祈
念
し
ま
す
。（

大
休
寺
）
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熊
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大
休
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〃　
　
　

五
位
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剛

発
行
責
任
者

　
　
　

議
長　

坂
口　

幸
夫

議
会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

　

年
号
が
昭
和
か
ら
平
成

に
移
り
、
早
い
も
の
で
来
年

は
成
人
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
平
成
19
年
、
ど
ん
な
１

年
に
な
る
の
か
な
あ
・
・
・
。

　

地
球
温
暖
化
の
背
景
や

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
影
響

で
、
各
地
で
記
録
的
な
暖
冬

で
あ
っ
た
。
雪
不
足
で
、
ス

キ
ー
場
が
営
業
休
止
に
な
っ

た
。
寒
の
も
ど
り
で
、
3
月

12
日
に
は
い
き
な
り
１
日
80

㎝
の
大
量
の
雪
が
降
っ
た
所

も
あ
っ
た
。
地
震
も
発
生
し

た
。
い
つ
ど
こ
で
、
何
が
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
昨
今
で

あ
る
。
交
通
事
故
・
災
害
や

児
童
生
徒
の
、
登
下
校
等
の

安
全
確
保
な
ど
十
分
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。

　

本
格
的
に
農
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
・
農

機
具
等
の
取
り
扱
い
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
、
事
故

の
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
災
害
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
り
ま
す
が
、
自
然

災
害
・
台
風
災
害
、
ま
た
昨

年
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
の
な

雲仙市議会まちづくり調査委員の皆様

南島原市議会広報編集特別委員会の皆様




